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発見的発展 構造的発展 新たな発展

構造的な発展のきっか

けを生み出す，当面の問

題（狭義の意味）から次

の問題（狭義の意味）へ

と発見的な気付きの過

程。

構造化に向けて新しく見出した概念

や性質をより広い立場にも適用しよ

うとすることの「統合」の働きと，その

構造化に向けた「簡潔・明瞭・的確」

と「一般化」の働きと，その過程。

発見的発展の過程で得た

知的欲求により，構造化

した概念や性質を，「数値

を変える」「場面を変える」

「数値と場面を変える」

「考察の視点を変える」を

行い，新たに発展させる

過程。

・統合的，発展的に考察（文部省，1968・1969）
・統合的・発展的に考察する力

（文部科学省，2017a･2017b･2018）
・統合といった観点による発展的な考察（中島，1982）
・数学はものごとを発展的，統合的にみてより簡潔・明

瞭・的確なものを求め続ける態度に支えられている。（清

水，2006）
・内包的一般化と外延的一般化（Dörfler，1991）

・問題から問題へ（竹内芳男・他，1984）

本研究における「発展的に考えること」の捉え方

算数・数学の営みそのもの，あるべき問題解決過程の展開

算数・数学の教科書が問題解決過程の体現化を意図していると期待するならば，その
記述は発展的思考・態度を促す仕組みが埋め込まれていると考えられる。 3

教科書に示されている学習の進め方（小学校～中学校）

①問題場面，中心問題

②めあて，学習課題

③個人思考

⑤まとめ

④発表，比較・検討

⑥適用問題・練習

⑦補充問題

発見的発展

発見的発展

構造的発展

構造的発展

構造的発展

新たな発展

高等学校数学教科書においても，教科書の構成や問題の意図を，学習の展開に沿うように簡潔

に示している。（若山・他，2016．俣野・他，2013） 4



最近観察した授業実践例

中学校2年「一次関数」（8/20時，秋田県公立中，2018.9） ▲

中学校1年「方程式」（12/15時，秋田県公立中，2018.9） ▲

小学校4年「概数」（8/11時，秋田県国立小，2018.6） ○

中学校2年「平行と合同」（8/16時，秋田県国立中，2018.6） ▲

中学校2年「三角形と四角形」（8/18時，秋田県国立中，2018.2） ▲

小学校5年「割合」（2/12，北海道公立小，2017.11） ▲

中学校2年「一次関数」（7/14，北海道公立中，2017.9） ▲

○印：授業全体または授業の一部において，学習者の発展的思考・態度を促進する局面
が認められた実践，▲印：学習者の発展的思考・態度を促進する局面が見られなかった
実践

5

中学校1年「方程式」の授業実践（12/15）の実際
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中学校1年「方程式」の授業実践（12/15）の実際

展開

①問題提示・問題把握[▲] ⑥表への整理[▲]
②学習課題の設定 ⑦まとめ

③見通し ⑧適用問題[▲]
④個人思考 ⑨振り返り

⑤発表と比較・検討

7

中学校1年「方程式」の授業実践から得た問題意識
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＜これまでの研究からの知見や課題＞
 発展的な思考や態度，内容についての教師の理解が不十分

であり，多くの教師が発展的思考・態度を視点にした授業づく
りを困難にしている（佐藤他，2016・2017）。

 教科書は，発展的思考・態度の育成を意図した構成をしてい
ると考えられる。しかしながら，授業設計のヒントに成り得てい

ない実態が見られる（佐藤他，2018）。

＜本発表における目的＞
発展的思考・態度を捉える教師の教科書読解を捉える枠組み

について検討する。
＜キーワード＞
きっかけ局面，引っかかり局面，教科書分析のメタ認知的活動

これまでの研究からの知見と本発表の目的
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発展的思考・態度の捉え方と
教科書記述の分析
発展的思考・態度の捉え方と
教科書記述の分析
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教科書記述の分析

発見的発展 構造的発展 新たな発展

教
科
書
の
構
成

①問題場面，中心問題

②めあて，学習課題

③個人思考

④発表，比較・検討

⑤まとめ

⑥適用問題，練習

⑦補充問題

重
視
す
る
分
析
の
視
点

①問題場面または中心問
題において発見的発展の
きっかけをどのように示さ
れているか。

④構造的発展に向けて，
多様な解決や誤答をもと
にした解決が示されている
か。

⑤⑥構造的発展のきっか
けをどのように示されてい
るか。

⑦新たな発展のきっかけ
をどのように示されている
か。

(全) 学習内容の構成（学習指導計画）：発見的発展→構造的発展→新たな発展→
発見的発展→…と展開するように，学習内容はどのように構成されているか。

11

①発見的発展における教科書の記述（問題場面，中心問題）

を18本使って，いろいろな長方形をつくりましょう。

つくったそれぞれの長方形のたての本数と横の本数

の組をかきましょう。

３ と ６ ４ と ５ １ と ８ ８ と １ ……

小４「変わり方」（清水・他，2015）

「いろいろな長方形」
→つくることのできる長方形はいくつあるか。

「３と６，４と５，１と８，８と１……」
→何かきまりがあるのではないか。 12



③発見的における教科書の記述（個人思考）

表を見て，気がついたことをいいましょう。

小４「変わり方」（前記）

たての本数（本） １ ２ ３ ４ ５

横の本数（本） ８ ７ ６ ５ ４

「気がついたこと」

→たての本数は，１，２，３，……となっている。

→横の本数は８，７，６，……となっている。

→たての本数と横の本数をたすと，９になる。

13

④構造的発展における教科書の記述（発表，比較・検討）

表を見て，長方形のたての本数と横の本数の関係を式

に表してみましょう。

小４「変わり方」（前記）

たての本数（本） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

横の本数（本） ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

「式に表してみましょう」

→見つけたきまりを簡単に表すことができないかな。
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⑦新たな発展に向けた教科書の記述（補充問題）

たかしさんのお兄さんは，たかしさんより７才年上で

す。たかしさんとお兄さんのたん生日は同じです。

小４「変わり方」（前記）

「たかしさんのお兄さんは，たかしさんより７才年上です。」

→問題場面が長方形における縦の本数と横の本数の関係か

ら，たかしさんのお兄さんとたかしさんの年齢の関係に変わっ

ている。

→問題場面の数値が変わっている。

15

学習内容の構成

時 １ ２ ３

内
容

①和一定の問題

・表から２量の関係を調
べる。

③和一定の問題
・２量の関係を，式に表す。

④差一定の問題
・①③をもとに解決する。

⑤商一定の問題

・表から２量の関係を調
べ，式に表す。

小４「変わり方」（前記）

２量の関係を調べる→式に表す（和一定）

２量の関係を調べる→式に表す（差一定）

２量の関係を調べる→式に表す（商一定）
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教科書記述の分析のまとめ

 教科書記述は発展的思考・態度を促す仕組

みが埋め込まれている。しかし，多くの学校で

は習得型授業が展開されており，発展的思考

・態度の育成は十分でない。

 教師の教科書読解に課題があると考える。
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教科書読解によるメタ認知的
活動を捉える枠組みと
その効果の想定

教科書読解によるメタ認知的
活動を捉える枠組みと
その効果の想定
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教科書分析のメタ認知的活動を捉える枠組み

問
題
場
面
や
そ
の
周
辺
の
記
述

モニター

自己評価

コントロール

認知 メタ認知技能 メタ認知知識

（重松・勝美，2003．重松・勝美・上田，2010．を参考）

学習者にどのような
支援をするとよいか。

＜発見的発展のきっかけ局面＞の場合

学習者の問題意識
で教科書を読めた。

学習者の問題意識で教科
書を読むと支援するとよい。

学習者の問題意識で教科

書を読むと支援できる。

＊＜構造的発展への引っかかり局面＞については，対象が「個人
思考，比較・検討の記述」を分析することになる。

19

教科書読解のメタ認知的活動による効果の想定①

①問題場面，中心問題

②めあて，学習課題

③個人思考

⑤まとめ

④発表，比較・検討

⑥適用問題・練習

⑦補充問題

発見的発展

発見的発展

構造的発展

構造的発展

構造的発展

新たな発展

＊漠然と問題が配列しているようにしか見えていなかった教科書の内
容に，学習者の問題意識の過程から捉えられるようになる。 20



教科書読解のメタ認知的活動による効果の想定②

表を見て，気がついたことをいいましょう。

たての本数（本） １ ２ ３ ４ ５

横の本数（本） ８ ７ ６ ５ ４

 「気がついたこと」

→たての本数は，１，２，３，……となっている。

→横の本数は８，７，６，……となっている。

→たての本数と横の本数をたすと，９になる。

 指導・支援への反映

→きまりへの気付きは断片的に現れる。

→単に「１，２，３，……と並んでいる」のように，はじめは直感的である。

→しかし，決まりへの気付きにつながる反応が示される。

＜発見的発展のきっかけ局面＞の場合

モニター能力とメタ認知的知識の修正・向上が図られるようになる。 21

教科書読解のメタ認知的活動による効果の想定③

メタ認知的活動の質的変容

22

基準 内容 補足

５
次への
ステップ

一般化・体系化・理論化・教訓化したことをもと
に，授業観，数学観を見つめ直す

４ 教訓
事実・内省を踏まえて，教科書読解や指導・支
援の一般化・体系化・理論化・教訓化（説明可能，
再現可能）

３ 気づき
事実・内省を踏まえての具体的な教科書読解や
指導・支援の行動計画・目標

２ 内省
発展的思考・態度を視点にした教科書読解の事
実・感想と内省（振り返り・浅い）

１ 実践
発展的思考・態度を視点にした教科書読解の事
実・感想，発展的思考・態度の追認

０ 実践 発展的思考・態度の視点とは異なる理解
（Benesse，2018．を参考）



成果と課題

＜成果＞

 発展的思考・態度の捉え方をもとに，教科書分析の枠組みを開

発し，教科書分析を行った。その結果，教科書の記述や構成は，

発展的思考・態度の捉え方と重なる傾向が見られた。

 しかし，多くの学校では習得型授業が展開されており，発展的思

考・態度の育成は十分でない。

 重松・勝美（2003），重松・勝美・上田（2010）を参考にして，教師

が行う教科書読解のメタ認知的活動を捉える枠組みを開発し，

その効果を想定した。

＜課題＞

 教科書読解のメタ認知的活動の検証をさらに進める。
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